
社 会
１ 得点分布及び大問ごとの正答率

得点分布 得点分布〈表１〉 〈グラフ〉
Ｒ２ Ｈ３１割合

得点 ％ ％

１００ ０.０ ０.０

９０～９９ ２.７ ２.９

８０～８９ ８.６ １１.７

７０～７９ １３.８ １８.７

６０～６９ １７.０ １７.３

５０～５９ １９.０ １８.３

４０～４９ ２０.３ １４.３

３０～３９ ９.８ ８.７

２０～２９ ６.８ ５.６

１０～１９ １.７ ２.５

１～ ９ ０.２ ０.０

０ ０.０ ０.０

＊合格者の中から、無作為に抽出した６３０人(14.3％)の結果である。

大問別の正答率の経年比較〈表２〉

令和２年度大問 主 な 内 容 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

地理的分野 ５８．５ ６２．３ ６０．５ ６９．９ ７０．２１

歴史的分野 ６０．５ ５２．２ ６１．７ ５４．７ ４４．２２

公民的分野 ５７．０ ４５．６ ５５．０ ５６．２ ５４．８３

分野融合 ４３．８ ４５．３ ５０．８ ４８．３ ５０．０４

２ 分析結果の概要

合格者の社会の平均点 は、53.3点で昨年度と比べ下降した（昨年度55.7点 。（※） ）
（※）平均点は全日制すべての合格者４，４１７人のものである。

に関して、40点台の人数が全体の20.3％で最も多い（昨年度は、70点台で18.7％ 。70点〈表１〉 ）

以上の人数は全体の25.1％で昨年度に比べ減少した（昨年度33.3％ 。40点未満の人数は全体の18.6）

％で昨年度に比べ増加した(昨年度16.8％)。

、 。 、〈 〉表２ について 分野別の正答率は 地理的分野の問題が最も高かった 昨年度との比較では１

歴史的分野と 公民的分野が低くなり、 地理的分野と 分野融合は高くなった。２ ３ １ ４

「 」について、正答率80％以上の問題数３ 小問ごとの学年・領域、出題内容・ねらい・正答率

は７問で、昨年度に比べ増加した（昨年度４問 。資料を用いて基礎的・基本的な知識・理解を問う）

（ 、 、 、 、 、 、 ）。問題の正答率が高かった の の の の１ ２ ３ ４１(1) ２(1)① ２(2) １(4)ア ２(1) ２(1) １(1)

正答率40％未満の問題数は12問で、昨年度と比べ増加した（昨年度４問 。特に、歴史的分野の、資）

（ ）。料を基に現代の日本と世界の関わりの流れについて判断する問題の正答率が低かった の２ ２(3)

また、公民的分野の、資料を基に考察して説明する問題（ の ）や、分野融合の、資料を基３ ２(4)ア

に知識を活用して判断する力をみる問題の正答率が低かった（ の 。４ ２(1)）
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３ 小問ごとの学年・領域、出題内容・ねらい・正答率

学年
大問 小 問 ・ 正 答 率（％）出 題 内 容 ・ ね ら い

領域

89.4(1) 大陸と海洋の分布について理解している。

46.8(2)
緯線と経線が直角に交わった地図について、地図の特徴
を理解している。

60.6(3)
赤道と本初子午線について理解しており、それらを基準
として、アフリカ大陸の略地図を表現できる。１

72.4(4) 地 世界の各州における代表的な国の特徴について理解し
。理 ており、適切な内容を判断することができる

71.3１ (5) 的 国土の小さい島国における水問題について、資料を基に
考察し、説明することができる｡分

92.9
(1) 野 都道府県（北海道）の位置について理解している。 ①

76.8日本の地域構成について、地域区分を理解している。 ②

87.4(2)
地図の読み取りについて理解しており、適切な内容を判
断することができる。

２
69.3(3) 瀬戸内地方の地理的な特色について、気候を中心に考察 ア

し、説明することができる。 70.5イ

66.3
(4)

地産地消の取り組みから、食料自給率や環境問題につい ウ
70.8て、資料を基に考察し、説明することができる。 エ

58.7(1) 西暦と世紀の関係について理解している。

63.7(2) 万葉集について理解している。

30.5資料から各時代の特色を読み取り、時代の流れを判断す
ることができる。(3)

82.9
１

歴
奈良時代と平安時代の代表的寺院から、その時代の仏教 ア

62.9
(4)

史
の特徴について資料を考察し、説明することができる。 イ

22.5
(5) 的

江戸幕府成立時の外交政策と、幕藩体制確立の関係に ウ
21.6ついて、資料を基に考察し、説明することができる｡ エ

分

２

88.3(1)
野

明治維新の代表的な人物について理解している。

50.0(2) 第二次世界大戦後の民主化政策について理解している。

18.1２ 現代の日本と世界との関わりの流れについて、資料を基に
判断することができる。

(3)

33.8
(4)

幕末時の世界の情勢と、ペリーの来航との関連性につい ア
29.6て、資料を関連付けて考察し、説明することができる。 イ

65.2(1) 選挙の原則について理解している。
①

76.8②

37.6(2) 法律制定や憲法改正等の手続きについて理解している。

55.9
基本的人権の尊重における、諸権利の関係性について判
断することができる。１ (3)

公
51.7民 自由権の内容について理解している。 ア
27.8

(4)
的 契約の重要性及び個人の責任について理解している。 イ
分 38.3

３

(5)
民主政治の推進と、選挙など国民の政治参加との関連につい ウ

野 41.5て、資料を関連付けて考察し、説明することができる。 エ
80.2(1) 通貨に関する日本銀行の役割について理解している。

77.6(2) 市場経済の基本的な考え方について理解している。
56.5２ (3) 企業の経済活動と金融との関係について理解している。

32.2
(4)

個人や企業の経済活動における役割と責任について、資 ア
64.8料を基に考察し、説明することができる｡ イ

93.2(1) 個性や多様性に係る多文化共生について理解している。

地理的分野におけるヨーロッパ州、歴史的分野における
１

43.8(2)
分

「記紀」や平安時代の文化、公民的分野における地方自
治の仕組みについて理解している。

野
31.0４ (1) ①融 国際連合の主要な組織について理解している。

39.3合 公民的分野と歴史的分野との関連性について 情報化、「 」
②

の視点から資料を基に考察し、説明することができる。２
(2)

48.6
地理的分野と公民的分野との関連性について 「持続可、

③
能な社会」の視点から考察し、説明することができる。
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４ 特徴的な問題

地理的分野
２

＜標準解答＞

例）降水量が少なくなるア（

（例）小麦の栽培に適してイ
いる

＜ねらい＞
この問題は、瀬戸内地方の地理的な特色について、気候と農業の関連性を中心に考察を深めて説明

する問題である。
＜分析＞

正答率は、 が69.3％、 が70.5％であった。課題としては、地形と気候の関係、気候と農業の関ア イ
係といった複数の要因を関連付けて正確に説明できていないことなどが考えられる。
＜提案＞

授業では、地理的事象を一面的に捉えるのではなく、問いを工夫することで、地域的特色や地域の
話題に関心をもたせたり、資料から読み取れることを適切に表現する能力を育成したりしていくなど
の工夫も必要である。

歴史的分野
２

ウ→エ→ア→イ＜標準解答＞

＜ねらい＞
この問題は、現代の日本と世界の関わりの流れについて、資料を基に判断し、年代の古い順に並べ替

える問題である。
＜分析＞

正答率は18.1％であった。課題としては、第二次世界大戦後の日本の歴史を大観し、それを世界の歴
史と関連付けて多面的に考察し、時系列で整理できていないことなどが考えられる。
＜提案＞

基礎的・基本的な知識の確実な定着に加えて、世界の動きと我が国との関連などに着目授業では、
して、具体的事例を積極的に取り上げて、生徒に多面的・多角的に考察させるなどの工夫も必要であ
る。
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歴史的分野
２

＜標準解答＞

中国との貿易ア（例）

（例）太平洋を横断イ

＜ねらい＞
、 、 、この問題は 資料を基に歴史的及び地理的な背景から アメリカが日本に開国を求めた理由について

根拠を説明する問題である。
＜分析＞

正答率は、 が33.8％、 が29.6％である。課題としては、日本の歴史の分岐点を、世界の歴史を踏ア イ
まえた視点や地理的な視点から見る能力や、資料を基に考察し、適切に表現する能力が身に付いていな
いことなどが考えられる。
＜提案＞

授業では、基礎的・基本的な知識を活用して、欧米諸国における近代社会の成立やアジア諸国の動
きなどを多面的・多角的に考察することで、日本の歴史の展開を世界の動きに関連付けるなどの工夫
も必要である。

公民的分野

１

＜標準解答＞

（例）高い年代が考慮したウ
問題

（例）若者の意見が政治にエ
取り入れられる

＜ねらい＞
この問題は、民主政治の推進と、選挙など国民の政治参加との関連について、複数の資料を関連付けて考

察する問題である。
＜分析＞

正答率は、 が38.3％、 が41.5％であった。課題としては、複数の資料から読み取った情報を現代の政ウ エ
治的な諸問題と関連付けて考察し、適切に表現できていないことなどが考えられる。
＜提案＞

授業では、現代の社会的事象を単なる語句としてではなく、概念として習得させることが必要であ
る。また、基礎的・基本的な知識の確実な定着に加えて、現代社会の諸課題について具体的・体験的
事例を積極的に取り上げて、生徒に発表させたり、考察させたりするなどの工夫も必要である。
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